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「 第１９回高校生理科研究発表会 」 に出場しました! 

９月２７日（土）、千葉大学を会場に「第 19回高

校生理科研究発表会」が開催されました。この発表会

は千葉大学が毎年９月の最終土曜日に開催しており、 

本校からは、２年生の矢澤 枢さん、田部井 翼さん、

齋藤 竜之介さんの３名が、「クビアカツヤカミキリ

のフラスの自動認識及び有効性」というテーマで発

表を行い、優秀賞を受賞しました。 

近年、クビアカツヤカミキリによる桜や梅などへ

の被害が全国的に拡大しており、群馬県でも深刻化

しています。幼虫が樹木内部を食害するため、現在は

薬剤による駆除が行われていますが、その効果はフ

ラス（木くず）の増減でしか確認できず、確認作業が

追いついていないのが現状です。この研究では、

YOLOv8 セグメンテーションモデルを用いた AI によ

る自動検知を行い、時間経過によるフラスの増加を

自動的に判定することで、駆除効果の確認作業を支

援することを目的とし研究を行いました。   
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生徒の感想 

矢澤： 質疑応答のときに、我々が研究で力

を入れた「画像処理を用いた学習データ制

作」について深く議論できたのが一番嬉し

かったです。スケジュール的に大変でした

が、楽しく意義のあるものになりました。

先生方には感謝です。 

齋藤： 今回の研究発表会では、全国から集

まった学生による高水準な発表を聞き大

きな刺激を受けました。特に自分たちと同

じ昆虫を研究対象とする発表が印象的で、

新たな研究の視点を得る貴重な機会にな

りました。 

田部井： 研究発表においてはメインとなる

実験結果などに重点を置きがちですが、今

回の資料作りではそれらを相手に深く理

解してもらうためにその研究に至った経

緯や研究目的をしっかり伝えることにも

力を入れました。 


